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平成 29年度
郡市医師会産業保健担当理事協議会

と　き　平成 29年 10 月 19 日（木）15：00 ～ 15：30

ところ　山口県医師会 6階会議室
[ 報告 : 常任理事　藤本　俊文 ]

挨拶
河村会長　本年 3月に閣議決定された「働き方
改革実行計画」をうけて、日本医師会の「医師の

働き方検討委員会」が設置され検討を重ねている

が、今後、時間外労働の規制適応を 5年間見送り、

2年間を目途に結論を得ることとなっている。ま

た、治療と職業の両立支援については、疾病を抱

える労働者を中心として、産業医とかかりつけ医

等の円滑な連携、会社の意識改革が必要である。

今後、人口減少による労働力が低下すると推測さ

れていることから、それぞれが最大限に活躍でき

る社会を築いていかなければならないと考えてい

る。

協議事項
1. 第 39 回産業保健活動推進全国会議について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （報告）
　本号 1033 ～ 1039 頁に報告記事を掲載。

2. 県医師会主催・郡市医師会協力による産業医
研修会について
藤本　平成 28年度は 18回の研修会を開催した。
29 年度も 18 回の研修会を企画しており、これ

までに 9回開催している。研修内容は、実地研

修 8回、基礎研修の後期又は生涯研修の更新あ

るいは専門研修を 10回予定している。

　なお、実地研修は体験参加型の研修であるが、

日医の「実地研修ガイドライン」の中には、「講

師１人あたりの受講者数が 50名を超えない範囲

で、できるだけ少人数で実施されることが必要

である」と規定されている。30年度においても、

郡市医師会協力による産業医研修会では、実地研

修を積極的に取り入れていきたいと考えている。

実施にあたっては、30 年１月中に産業医部会の

各支部に対し研修希望の調査を行う予定である。

なお、今年度から日医産業医制度実施要領に「治

療と職業の両立支援」に関する研修カリキュラム
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が追加されたことをうけ、本会でも今後、実施し

ていきたいと考えている。

3. その他
　29 年度より独立行政法人労働者健康安全機構

が実施している産業保健関係助成金が拡充され

た。

①ストレスチェック助成金

1）小規模事業場届出登録の必要がなくなった。

2）実施対象期間が１年単位となり、申請期間が

　翌年度 6月 30日までに延長された。

3）助成金の対象となる医師による活動が、「ス

　トレスチェック実施後に面接指導を実施するこ

　と」及び「面接指導の結果について、事業主に

　意見陳述すること」の 2点のみとなった。

②小規模事業場産業医活動助成金

　50 人未満の事業場が対象で、一事業につき将

来にわたり 2回支給。

③職場環境改善計画助成金

　労働者数の制限はなく、Ａコース及びＢコース

があり、将来にわたり１回限り。

④心の健康づくり計画助成金

　労働者数の制限はなく、一企業につき将来にわ

たって１回支給。


